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あらまし： 情報技術の発達により, Web 上での学びが増えている. しかし, 学習に使用した書籍情報を一

元的に管理できていないため , 学習者の間で書籍の有用情報を共有できていない . 本研究では , 

TinCanAPIを用いて学習に関わる書籍情報を管理する機能の実現を目的とした. 目的達成の第一ステップ

として, Web 上で起動できる JavaScript の一種であるブックマークレットを利用した書籍情報登録機能を

開発した. 開発した機能を使用した学習者にアンケート調査を行い, 評価を行った. 一連の結果について

のまとめと今後の展望について述べる.   
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1. はじめに 
近年の情報技術の発達により, 学習者の間でパー

ソナルコンピュータだけではなく, タブレットやス

マートフォンといった携帯端末を用いて, e ラーニ

ングシステム(LMS:Learning Management System)な

どの学習システムを使用する機会が増えている . 

LMSには, 学習者のWebサービスの利用ログが蓄積

されている. しかし, Web サービス以外で学習に使

用した教材が記録されないため, 例えば学習の中心

的役割となるアナログの書籍や参考書を使用して勉

強した際の学習履歴を把握できない. さらに, 書籍

情報は各システムに分散されているため, 一元管理

を行えず, 学習者の間で書籍の有用情報を共有でき

ない.そこで学習履歴を一元的に管理する仕組みと

して TinCanAPI
(1)の研究が進められている(2)

. 他には, 

Amazon API を用いた研究室規模の蔵書管理システ

ムについての研究も進められている(3)
.  

 本研究は, TinCanAPI を用いて分散的に蓄積さ

れている学習に関わる書籍の情報を一元的に管理で

きる機能の実現を目的とする. 上記の目的達成のた

めの第一ステップとして, Web ブラウザ上で起動で

きる JavaScript の一種であるブックマークレットを

利用した書籍情報登録機能を開発した.   

 

2. 開発した機能の概要 
2.1 書籍情報登録機能 
 本機能は, 学習者が学習に使用した書籍を Web 上

で登録し, その書籍情報を他の学習者に共有する機

能である. 書籍情報登録機能を開発するにあたり, 3

つの API を利用している. 1 つ目は, 学習履歴を一元

的に管理するための TinCanAPI である. 2 つ目は, 登

録した書籍の紹介ページを表示させるために利用し

た Open URL for カーリル(4)である. 3 つ目は, 書籍

情報を取得するために利用した Google Books APIs
(5)

である. 本研究のシステム構成を図 1 に示す.学習者

がパソコンや携帯端末から Web サーバにアクセス

し, CIST-Solomon(本学の eラーニング)にログインす

る. CIST-Solomon に配置されているブックマークレ

ットを介して, 書籍の登録を行う. 登録されたもの

は書籍のタイトルが一覧となって表示され, タイト

ルを選択すると, 書籍の紹介ページに画面遷移する.  

 
図 1 システム概要図 

 

2.2 書籍情報登録画面, 書籍情報共有画面 
学習者が学習に使用した書籍を登録する時に , 

ISBN コードと書籍を使用して学習した時間を入力

する. そして, TinCanAPI 独自のデータベースである

LRS(Learning Record Store)に書籍情報を登録する. 

入力された ISBN コードから書籍情報を Google 
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Books APIs より取得し, 書籍を登録する画面イメー

ジを図 2 に示す. 共有した書籍の一覧の画面を図 3

に示す.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 書籍登録画面 

 

 
図 3: 共有された書籍一覧 

 

3. 評価 
3.1 評価フィールド 
開発した機能を使用し, 本学の授業科目である人

間コミュニケーション論の受講者 30 人を対象に授

業課題として読んだ書籍の登録をしてもらった. 人

間コミュニケーション論では, 受講者を 5 人のグル

ープに分け, 各受講者が読んだ書籍の内容について

紹介するブレインストーミングを行った. 開発した

機能を使用し, 書籍の登録を行った後, アンケート

調査を実施した.  

 

3.2 アンケート集計の結果 
以下に書籍情報登録機能に関するアンケート結果

を図 4 に示す.本機能を使用することで, 94 パーセン

トの学生が共有された書籍に興味を持ち読んでみよ

うと思ったと回答した. 一方で, 見た目や使い勝手

について「使いづらい」といった意見があった. 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 4 :アンケート集計結果 

 

4. まとめ 
一連の結果から, 本研究の目的については, 開発

した機能によって学習者の間で書籍の有用情報を共

有でき, 参考にされている書籍情報を一元的に管理

できた. また, 学習者の間で書籍情報の登録数を確

認できた. 課題としては, ユーザインターフェース

の改善と学習者に適した書籍情報を選定し, 共有す

るフィルタリング機能の開発が挙げられる. 

 

5. 今後の展望 
今後の展望として, 開発した機能を e ラーニング

システムに組み込み, フィルタリング機能を開発す

ることで, 学習者は授業内容に関連した書籍情報を

確認し, 授業を受講することができる. そのため, 

学習者は書籍情報を参考に授業内容の予習ができる

と考える. また, 復習に使用する教材として参考に

できると考える. 各学習者が履修している授業を e 

ラーニングシステムから情報としてブックマークレ

ットに持たせることで, 授業別に書籍情報を登録す

ることができる. 書籍情報を LRSに蓄積することで, 

学習者間で書籍情報が有用であるか決めるための協

調フィルタリングを実現できる. 本研究で開発した

機能を e ラーニングシステムに組み込んだシステム

構成図を図 5 に示す. これを実現することで, 学習

者の授業内容に適した書籍情報を共有でき, 学習に

対する興味を喚起させることができると考える.  

 

  
図 5 : e ラーニングシステムに組み込んだ図 
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